
 

 

 

 

 

 

満足感や楽しさの本質              校長 堀口 雪子 

歌声の杜のイチョウが黄色くなりました。好きな落ち葉を拾ったり、たくさん手に抱えて空に飛ばして楽し

んだりする子供たちの姿があります。自然との関わりがとても嬉しい光景です。 

学校行事の多かった２学期も最終月となりました。ある書物にこんな話があり、私はとても共感しました 

学校の楽しさは遊園地のような楽しさではない。「できないことができるようになる」というような自己

実現的な楽しさだ。そして、大事なことは、それが「級友の励ましの中でできた」というところが学校教育

の楽しさの本質であることを忘れてはならない。 

本校では、常にめあてをもち、なりたい自分をめざす教育活動を進めています。２学期の学校行事に向

けても、子供たちはできないことができるように、友達と励まし合いながら取り組んできました。その成果が

「あぁ楽しかった。」という満足感や「また来年も頑張りたい。」という希望なのでしょう。満足感、楽しさは、

教師から与えられるだけではありません。子供たち自身が創り出すものでもあります。これからも、学級、学

年、異年齢間の人たちとの学びの場を多くもち、「励まし合いながらできるようになった。」という自己肯定

感を育む取組をしていきたいと思います。 

11/12 の５０周年記念校内音楽会の前に、計画運営委員会の児童による記念式典がありました。全

児童の投票による「高階北小よいところ総選挙」結果発表では、  第1位 明るく笑顔であいさつ   

第2位 仲間思いでやさしい   第3位 男女や学年関係なく仲よし となりました。 

 記念式典閉会式では卒業生であるＰＴＡ会長から「自分はすごい」と自信をもってほしいという力強いメ

ッセージをいただきました。そして、長年本校に勤務経験のある教諭の指揮による校歌斉唱は、５０年間、

脈々と受け継がれてきた校歌への思いを感じ、まさに圧巻でした。 

11/17には青空の下、５０周年実行委員会の保護

者の皆様のご尽力のおかげでバルーンリリースが行

われました。一人一人が北小のよさをカードに書き、

風船に付けていただき、カウントダウンで一斉に風船

を飛ばしました。空に全校児童の風船が舞い上がる

様子を子供たちはずっと目で追いかけていました。限

りなく広がる空に飛んでいく様子は、まるで可能性を

秘めた子供たちが羽ばたいていくかのようでした。き

っときっと大きくなっても忘れられない思い出となるこ

とでしょう。夕方には、茨城県の方から「風船が届きま

した。楽しい学校生活の様子がわかり、心が和みました。」というあたたかいメールをいただきました。子供

たちに伝えると、大変喜んでいました。誰かに思いが伝わるあたたかさを味わうことができました。 

12/1は市制100周年です。学校では、１時間目に教育長メッセージ動画と校長講話を行います。川越

市の成り立ちや川越の自慢など写真を見ながら話します。少しでもふるさと川越のことがわかり、自分の

住んでいる地域をすてきだなと思ってくれたら嬉しいです。 
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【学校教育目標】「笑顔輝く高階北小学校の子供の育成」 ・たかまる学び 

・かんじる心 

・きたえる体 



  

 

 

 

 

 

 

・ぼくは、がっそうの「たのしいクッキング」でしゃもじでおとをだしました。リズムにのってたのしかったです。 

 わたしは、「上を向いて歩こう」のうたを元気よくうたいました。じょうずにできました。          かがやき 

・みんなのお母さんやお父さんがいてもきんちょうしないでがんばる力がみんなにあります。もちろんじぶんに

もあります。６年生のうたの「ふるさと」は、一人一人きれいなこえで小さいころのむかしのことをおもいだす

ようなきれいなうたでした。                                                             １年                                            

・うたは、みんなの声がかさなってすごくきれいでした。がっそうもそろっていてがっきが一つになってとてもき

れいでした。毎日れんしゅうしてよかったです。きんちょうしたけれど全力でがんばれてよかったです。来年も

音楽会でがんばりたいです。                                                           ２年 

・めあてをたっせいできてうれしかったです。たいじょうする時、たっせいできて少しないてしまいました。「おは

ようのエール」では、「おはよう」みたいな感じで歌えました。本番では明るく、みんなで協力してさい後まで

やりきれました。高学年ははく力があり、かがやき学級は食きをうまく使っていてよかったです。      3年 

・「祭り」では、自信をもって歌詞が言えて、今までで一番いい「祭り」を歌えました。家でもお風呂で歌ったり

トイレの中で歌ったりしていたので、練習してよかったなと思ったし、全力を出せてうれしかったです。合そう

では、できない所があり朝や休み時間がんばって練習しました。そして、ついにできるようになりました。努力

はうらぎらない。運動会と同じだと思いました。どんなときでも努力はうらぎらないことを学びました。  ４年 

・音楽会で学んだことは、練習の大切さと楽しむことです。友達と練習して「楽しい＋上手くなる」を実感し友

達っていいなと思いました。できないところができるようになったのは、はげましてくれた友達のおかげだと思

いました。これからもさそい合っていっしょに高め合いたいです。他の学年のえんそうを聞いてそのころを思

い出しました。６年生の堂々とした姿、難しくてもがんばってやりとげることがすごいと思いました。「チェンジ」

を歌った後は、何事もあきらめずにやろうと気持ちが変わりました。そして、やりきった気持ちがどっとあふれ

出してきました。来年は６年生。学校の顔としてがんばりたいです。                             5年 

・練習から本気で取り組みました。合唱では、表情、声の質、声の強弱を意識して楽しく歌えました。合奏で

は、休み時間などを使ってたくさん練習しました。友達に教えたり教えてくれたりして、みんなで悔いの残らな

いように最高の合奏にできました。毎日、こつこつやってきてよかったと思いました。一つの目標にみんなで

全力で取り組むことや協力することの大切さを学びました。これからもこつこつと努力し、仲間と協力して目

標を達成していきたいです。                                                            ６年 

音楽会をふり返って 
  保護者の方の参観の中、50 周年記念音楽会が実施できました。お子さんの学年だけの参観

となり、保護者の皆様にはご協力いただきありがとうございました。子供たちは運動会で身に付
けた力を十分に発揮し、一人一人が達成感を味わうことができました。子供たちのふり返りの中
にも、自分や友達のよさや他学年への憧れ、身に付けた力、来年度への希望があふれています。 


